
トでスタートしたが、その中の光イ

ンタコネクション事業ユニットは、

NTT-AT社内の既存事業との一層の

シナジー効果を狙い、７月１日に先

端技術事業本部へ事業統合している。

NTT-AT取締役・コミュニケーシ

ョンシステム事業本部の有馬修二本

部長は、事業の基本スタンスについ

て、「自身の事業特徴をより一層磨

きつつ、かつ先端技術事業本部をは

じめとした他本部と連携しながらよ

り魅力的なソリューションを提供し

ていきます。」と語っている。

同本部は、NTTインターナショ

ナル（NTTI）時代に始まる15年以

上に及ぶシステム事業経験を持って

いる。NTTI時代（1991年より1999

年９月末まで）には、グローバル市

場で活用できるシステムを直接調達

（一次販売代理店）の重要性とネッ

トワークアクセス技術の重要性を認

識し、「IMAC-NET構想」を発表し、

「国際バージョンのマルチメディア

システム事業」を開始。NTT-ME

時代（1999年10月より）には、グ

ローバル競争に勝ち残る「知識経営

への脱皮のための ITソリューショ

NTTアドバンステクノロジ（以

下、NTT-AT）全体を一言で言うと、

４つの技術分野（先端技術、ネット

ワークソリューション、システムソ

リューション、リサーチ＆コンサル

ティング）で技術ビジネスを展開す

る「テクノロジ・インテグレータ」

だ。 この中で、「コミュニケーショ

ンシステム事業本部」は、2005年

４月１日にNTT-MEグローバルソ

リューション本部がNTT-ATへ事

業移行し、８つ目のプロフィットセ

ンターとして新組織でスタートし

た。同本部は、これまでの事業を継

続するとともに、NTT-ATならでは

の新しいミッションを加えて事業展

開している。

本部内組織は、５つの事業ユニッ
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①コンタクトセンタシステム（ＵＬＴＲＡ、ＡＰＲＯＰＯＳ等）�
②Web会議サービス（ＴＯＣＳＲ等）、（ＣｏｌｌａｂｏＵＳＢ，ＩＰ等）�

① ＩＰテレビ会議システム（Ｔａｎｄｂｅｒｇ，ＰＣＳ，ｖｉａＩＰ、ｉ・Ｓｅｅ）�
② キャリアグレード音声会議システム（CONTEX　Summit等）�
③VOCALNET ＣＴ開発プラットフォーム＆ＣＴ（映像）アプリケーション�
④Ｖｏｉｃｅ＆Ｖｉｄｅｏ over IP開発プラットフォーム（ＳＩＰ等プロトコルスタック等）�

①インテリジェント・ロード・バランスシステム（ＢＩＧ－ＩＰ）�
②ファイア・ウォール（ＳｏｎｉｃＷａｌｌ）　③ＳＳＬ－ＶＰＮ（ＦｉｒｅＰａｓｓ等）�
�④メール･ファイア･ウォール（ＭＸｔｒｅｍｅ）　⑤Ｗｅｂアプリケーション･ファイア･ウォール�
（ＴｒａｆｆｉｃＳｈｉｅｌｄ）　⑥帯域制御システム（ＮｅｔＥｎforcer）�

①超高速光IPネットワークシステム（ＷＤＭ，メディアコンバータ、ＤＲ）�
②マルチサービスＩＰコンセントレータ（ＡＸＮシリーズ）�
③高度ＶｏＩＰネットワークシステム（ＭＳＣ／ＶｏｃｉｅＦｌｏｗ）�
④次世代ネットワーク設計コンサルティング＆エンジニアリング�

事業ユニット� 主な取扱い商品�

コンタクトセンタシステム�
（ＣＣＳ）事業ユニット　�

ユビキタス�
コミュニケーションシステム�
（ＵＣＳ）事業ユニット　�

グローバルＩＰシステム�
（ＧＩＰＳ）事業ユニット�

マルチメディア�
ネットワークシステム�
（ＭＭＮＳ）事業ユニット�

①光コネクタ清掃ツール（ＣＬＥＴＯＰ）�
②光測定器＆各種光ツール＆光コア技術�
③ＭＥ-Ｗｉｒｉｎｇ：構内光配線ソリューション�

（２００５年７月１日より　先端技術事業本部）�

光インタコネクション�
事業ユニット�

海外エンジニアリングビジネスを経験�

NTTインターナショナル（株）�
情報システム部～マルチメディアシステム部�

ソリューションの�
中核システムについて�

販売権と�
ハンドリング力保持�

･アクセス技術 ･CTI技術�
･マルチメディア技術 に着目して�
国際市場で活用できる�
海外製品を中核とする�
｢国際バージョンの�

マルチメディアシステム事業｣を開始�

～１９９９年１０月～� ～２００５年４月～�
NTT-ＭＥ�

第９マーケティング本部～グローバルソリューション本部�

NTT-AT
コミュニケーションシステム事業本部�

･｢�IMAC-NET構想｣�発表�
（Iｎｔｅｌｌｉｇｅｎｔ  Ｍｕｌｔｉｍｄｉａ  ＡＣｃｅｓｓ－ＮＥＴｗｏｒｋ）�

海外製品にもとずく�

　グローバルソリューション事業を経験�
･｢知識創造型グローバル企業のための�
国際バージョンのマルチメディアソリューション｣提供�

　　　�｢�NTT-AT Global WAVE ｣�　�商品による�
　　　新しい�「コミュニケーションシステム事業｣の展開� 

・�グローバル競争に勝ち残る�
知識経営への脱皮�のための�
ＩＴソリューションの重要性認識�
・�お客様企業へトータル・ソリューシ�
ョン提供の重要性認識�

・�グローバル市場で活用できるシステムを�
　直接調達�（一次販売代理店）�の重要性認識�

・ネットワークアクセス技術の重要性認識�

・サービス統合型IPネットワーク及びFMC
をはじめとしたサービス融合への対�
応の重要性認識�
・次世代通信ネットワークシステム&サービス�
の�研究・開発への貢献の�重要性認�
識�

IT時代に�
おけるこれからの�
ネットワークの使命�

と�
NTTグループ連携�

･�「知識創造型グローバル企業�
　へのソリューション提供」こそ使命�
･�「４つのシステム･技術分野」�
･�「３つのソリューション体系」で提供�
（システム･技術､ネットワークソリューション､�
業界別･業務分野別アプリケーション）�

開発パートナー企業様�
&販売・SIソリューション�
パートナー企業様�
&ユーザ企業様との�
ビジネス連携�

･�ＩＴ分野をリードする�
　｢知識創造の場の創出」�
･次世代通信ネットワークシステム�
　&サービスの研究･開発へ貢献�
・�｢NTT-AT Global WAVE
　ＮＴＴ Ｒ&Ｄ  ＩＮＳＩＤＥ」商品化�

図1 事業ユニット別主な取扱い商品 図2 これまでの取組みと今後の取組み

NTTアドバンステクノロジ㈱　取締役
コミュニケーションシステム事業本部

本部長　有馬修二氏

これまでの事業経験を通じて学んだ
ことと、これからの新しい取組み

NTT-AT コミュニケーションシステム事業本部の
「事業コンセプト」と「新しい取組み」



ン」の重要性と「顧客企業へトータ

ルソリューション提供」の重要性を

認識し、「知識創造型グローバル企

業のための国際バージョンのマルチ

メディアソリューション提供」を進

めた。そして、2005年4月からは、

「これまでの事業を継続するととも

に、NTT-ATならではの新しいミッ

ションとして、次世代NTTネット

ワークシステム及びサービスの研

究・開発支援に貢献していくことに

加え、『NTT-AT Global WAVE商

品』とNTT R&D成果に基づくシス

テム・技術を組み合わせて、一層魅

力的なネットワーク・ソリューショ

ン商品や業界別・業務分野別アプリ

ケーション商品を企画・販売し、一

般市場拡大に貢献していきます。」

（有馬修二本部長）と、同本部主要

ミッションを述べている。

企業にとって、大競争時代を生き

抜くビジネスのグローバル化への対

応と事業の継続性確保、顧客・パー

トナー企業・グループ企業間等事業

連携、新しい価値創造型事業への挑

戦が求められている。このようなビ

ジネス環境の実現に向けて、顧客企

業からは、「知識創造的情報環境の

構築」または、「効率的なアクセス

手段の提供」が求められている。同

本部では、NTTグループがキャリ

アとして提供する新しいネットワー

クサービスと、顧客企業の現状と今

後の方向を見定め、パートナー企業

と連携して、この要求に応えていく

としている。特に、これからのネッ

トワークは、マルチサービス IP統

合網への効率的なマイグレーション

が加速し、合わせてFMCをはじめ

サービス融合の時代を迎える。この

ような企業を取り巻く環境の変化を

見据えて、同本部では、NTTの新

しいネットワークサービスに加え、

①オフィス間ネットワークシステ

ム＆ IP統合アクセスシステム、②

オフィス内 IP統合ネットワークシ

ステム、③マルチメディアコンタク

トセンターシステム＆オフィス受付

システム、④ IPネットワーク利用

型幅広い・各種 IP対応サーバ＆端

末システム・ ITオフィスの４種類

のシステム群からなる、次世代のグ

ローバルビジネスを支える「次世代

グローバルビジネス ITプラットフ

ォーム（GBIT-PF）」構想を掲げ、

顧客企業が要求する規模の大

（Large）・小（Small）、機能の豊富

（Rich）・標準（Standard）により

４つのパターン（SS、SR、LS、

LR）に分類して、ソリューション

展開していくことを考えている。

「NTT-AT Global

WAVE」商品の基本コ

ンセプトは、グロバー

ルな視点で精選した国

際バーションのマルチ

メディア／コミュニケ

ーションシステムとい

う点だ。そして「NTT

グループの新ネットワ

ークサービス」と「N T T - A T

Global WAVE」商品を組み合わせ

た魅力的な各種ソリューションを

「テクノロジ・インテグレータ」と

して、知識創造型グローバル企業等

へ提供することである（図３）。

「NTT-AT Global WAVE」商品

は、①コラボレーション＆コンタク

トセンタシステム技術、②リッチメ

ディア＆ユビキタスコミュニケーシ

ョン技術、③インターネット＆セキ

ュリティシステム技術、④光＆マル

チメディア・ネットワークシステム

技術等、４つのシステム・技術分野

をカバー。図４に示すように、

①「NTT-AT Global WAVE システ

ム・技術商品」

②NTT及びNTTグループの新しい
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グローバルな視点で精選した国際バージョンのマルチメディア／コミュニケーションシステム�

「NTTグループの新ネットワークサービス」＆「NTT-AT Global WAVE」商品�
を組み合わた「魅力的な各種ソリューション」を�

「テクノロジ･インテグレータ」として｢知識創造型グローバル企業様等｣へ提供�

NTT-AT Global WAVE�

図3 「NTT-AT Global WAVE」商品の
基本コンセプト

④�
光＆マルチメディアネットワーク�

システム・技術商品�

③�
グローバルIPネットワーク�
システム技術商品�

②�
リッチメディア&ユビキタスコミュニケーション�
システム・技術･（サービス）商品�

（１）�
「NTT-AT Global WAVE」�
システム･技術商品�

NTT東日本�
NTT西日本�
(NTT-ME）�

（NTT-Neomeit）�

NTTコミュニケーションズ�

NTTグループ�
新ネットワークサービス�

（２）�
「NTT-AT Global WAVE」�
ネットワーク・ソリューション商品�

ＮＴＴ－ＤｏＣｏＭｏ�

（３）�
「NTT-AT Global WAVE」�
業界別・業務分野別アプリケーション商品�

販売パートナー企業�
&�

Value Added Reseller�
企業�

「NTT-AT　Global 　WAVE」�
システム・技術商品�

＆�
ＮＴＴ及びNTTグループ�
新ネットワークサービス�

「NTT-AT  Global WAVE」�
システム・技術商品�

＆�
ＮＴＴ及びNTTグループ�
新ネットワークサービス�

＆�
業界別・業務分野別アプリケーションシステム�

海外・国内�
開発パートナー企業�

①�
コラボレーション&コンタクトセンター�
システム・技術･（サービス）商品�

図4 「NTT-AT Global WAVE」商品(3つのソリューション体系)

顧客企業からの要求と、ネットワーク
を取り巻く大きな技術動向

「NTT-AT Global WAVE」商品の
基本コンセプト



ィとビジネス連携を深

め、特に“テクノロ

ジ・インテグレータ”

としての視点で、特別

な連携活動を実施する

ことにより、参加企業

群全体の知識創造スパ

イラルを共に上げるこ

とを目指しています。」

（有馬修二本部長）と

いう。

「NTT-AT Global WAVE」商品

を具体的に適用する通信網構成上の

ターゲットエリアは、①超高速 IP

光コアネットワーク＆ IP統合型光

アクセスネットワーク、②インター

ネット・データ・センタ＆高付加価

値アプリケーションサービス・デー

タ・センタ、③マルチメディア・コ

ンタクト・センタ＆次世代型グロー

バルビジネスITオフィスの3つに集

約できる。これらのターゲットエリ

アに対し、新しいコミュニケーショ

ンシステム事業の展開を目指して、

以下の点に力点を置いて取り組むと

している。

（１）NTTの次世代ネットワークシ

ステム・サービスの研究・開発の

支援事業

（２）「NTT-AT Global WAVE」商品

とNTT研究・開発（R&D）の成

果に基づく技術・システム商品を

組み合わせて実現できる、より魅

力的なソリューション（例えば、

「NTT R&D INSIDE」）の企画・ビ

ジネス展開事業

（３）これまで取り組んできたシス

テム事業の各技術分野に対し、マ

ーケット動向、技術動向を踏まえ

た、一層のグレードアップによる

事業展開

本特集の各論頁では、特に、

①IPv6時代をリードするIPアプリケ

ーショントラフィック管理、次世代

アプリケーションファイアウォール

等、先進セキュリティシステム

②FMC技術によるユビキタスコミ

ュニケーション、VOCALNET

CT開発プラットフォーム、音

声・映像（Voice&Video over IP）

開発プラットフォーム、次世代映

像通信システム

③顧客満足度向上を目指すマルチメ

ディア・コンタクトセンタシステ

ム、コラボレーションシステム

④ディザスタリカバリー（DR）を

実現する超高速光IPネットワー

クシステム、次世代VoIP相互接

続システム

⑤先進の光スイッチ装置、光コネク

ター清掃ツール（CLETOP）

等を紹介する。

ネットワークサービスと組み合わ

せた「NTT-AT Global WAVE ネ

ットワーク・ソリューション商品」

③特定の業界から固有に求められる

要求条件に応えるアプリケーショ

ンや、多くの産業において共通的

に存在し改善が求められる業務分

野別アプリケーションを対象とし

た「NTT-AT Global WAVE 業界

別・業務分野別アプリケーション

商品」

の３つのソリューション体系に基づ

き、顧客企業に対して、パートナー

企業と連携して提供している。

NTT-AT コミュニケーションシ

ステム事業本部では、各種マーケテ

ィング活動、及び開発パートナー・

販売パートナー・ユーザー企業との

ビジネス連携を推進するため、①

「NTT-AT Global WAVE」公開テ

クニカルセミナー、②小規模ハンズ

オンセミナー、③有料トレーニング

コース、④出張テクニカルセミナー、

⑤ソリューション実践研修等を通じ

て積極的に活動している。

「私たちは、このような活動の場

を“IT分野をリードする知識創造

の場”（図５）と位置づけて取り組

んでいます。開発パートナー企業様、

販売パートナー企業様＆ V a l u e

Added Reseller企業様、私どもの

ユーザー企業様、そして私たち

NTT-AT コミュニケーションシス

テム事業本部が、それぞれのパーテ
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図5 IT分野をリードする知識創造の場

真の「テクノロジ・インテグレータ」
として新しいコミュニケーション
システム事業を展開

各事業ユニットが今後注力する、重点
システム・技術・ソリューション分野



NTT-AT コミュニケーションシス

テム事業本部では、業務品質・サー

ビス品質・ビジネス連携の向上施策

を本部全体で展開している。その推

進役が企画部だ。「私どもは、事業企

画や総括業務に加え、情報管理や環

境対策への取組み、さらには公開テ

クニカルセミナー（年 40回程度開

催）・小規模ハンズオンセミナー・

展示デモコーナーの企画運営、専門

技術分野別検証のための“研修・デ

モ・検証設備”の構築支援を行って

います。また、NTTグループ企業と

のビジネス連携の強化にも取り組ん

でいます。」（企画部　渡辺巌部長）

NTTグループとの連携という面で

は、前述したように、「NTT-AT

Global WAVE」商品とNTTグループ

の新ネットワークサービスを組み合

わせたネットワークソリューション

の商品化や、NTT R&D成果に基づく

システム・技術を組み合わせた業界

別・業務分野別アプリケーションの

商品化を営業部が中心

となって展開している。

「ネットワークソリ

ューションの商品化例

としては、F5ネットワ

ークス社の“FirePass

リモートアクセスコン

トローラ”を組み込ん

だ N T T 東 日 本 の

“Ephelio VPN SSLキッ

ト”、さらにはビデオ

会議システムとNTT

コミュニケーションズ

のVPNサービスを組み

合わせたものがありま

す。また、業界別・業務分野別アプ

リケーション商品は、VOCALNET緊

急速報・安否確認システム

（P-Wave）、可搬型ビデオ会議

シ ス テ ム （ Field Video

Reporter）があります。」（営

業部　谷口浩二部長）

「Ephelio VPN SSLキッ

ト」は、NTT東日本が提供

するSSL-VPNのパッケージ

サービスである（図６）。ま

た、「P-Wave」は、行政情

報案内システムなど各種CT

アプリケーションと併用可

能な緊急速報・安否確認システムで、

緊急地震速報、防災気象情報との連

動が特長。「Field Video Reporter」

は、NTT研究所技術でNTT-ATが開

発したマルチホップ可搬型無線LAN

と、可搬型ビデオ会議端末を組み合

わせたもので、災害時や緊急時、イ

ベント開催時等に最適である（図７）。
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写真1 「NTT-AT Global WAVE」公開　　
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図7 可搬型ビデオ会議システム(Field Video Reporter)

図6 Ephelio VPN SSLキット(一部)

Ｗｅｂ,　ファイル共有、グループウェア、メール、�
基幹系アプリケーション、クライアントサーバ　�
アプリケーション、その他IPアプリケーション�

支社、支店、営業所、パートナー会社、ホットスポット、�
ホテル、自宅、海外拠点などのリモートサイド�

本社などのセンタサイド�
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（後列左より）営業部長谷口浩二氏　企画部長渡辺巌氏、
企画部担当課長田尻昭一氏　企画部課長代理 前川由美子氏
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